
コンクリー ト構造物のインフラドック構築

フィージビリティ調査研究委員会

」C′―TCf25FS

回委員会設立主旨

21世紀はSustaina,le社会の世紀であり、長寿命化Q_99199ptは人間のみな

らずインフラ施設でも重要である。東日本大震災復興の今後も踏まえれば、コ

ンクリー ト既設建設物の維持管理及び点検・診断のための技術 と制度の整備が

必要である。 しかし、_現状Q駐視靱 立査え豊期襲定のたo2麒 理J不十分
であるため、 「人間がン :ク J_と 同様な∠ょ延生乙三z盪軍激証嚢が聯 コ熊なョン

得百な電やγ堪亦現錐襄競仄滉万あ して

桑ス融理判
を図り、イ

ンフラ ドックに有用な検査法の整理・提案を早急

に行う。さらに、インフラ_ドックでの業務の制度を確立し、それを担当するド

ク久凛鋤度⊇崖鱒も避け

`1ま

通れない問題と考えられる。そこで、これらに対

処すべくフィ下5ビリティ箭基を行うことにした

わめ

日活動計画

作業すべき WGの内容は、以下のようである。

WGl:有用なコンクリー トの欠陥評価法の整理

検査のために、可視化を含めた現場仕様の非破壊試験法の開発と整理を

進める

WG2:イ ンフラ ドック現場検査手順の確立

コンクリー ト構造物のインフラ ドック構築のための、点検技術 として現場

w“ 再湊劃 鯰 と隆 員 としフ
コンクリ■_h診消魔士嬬 馳

ふ磯 奄 `

実施には、受診方法や制度の確立にカロえて、検査員や医師にあたるスタ

ッフが必要で、それには (社)日 本コンクリートエ学協会の「コンクリ

ート診断士」の活用を検討する。



委員一覧

氏 名    所 属

委員長   大津政康    熊本大学大学院

幹事    岡本享久    立命館大学大学院 、/

幹事    今本啓二    東京理科大学

幹事    永山勝     日本建築総合試験所ノ

幹事◆   塩谷智基    京都大学大学院

委員    森濱和正    土木研究所

委員    濱埼仁     建築研究所

委員    鈴木哲也    新潟大学

委員    沢田陽佑    日本工営

委員    小林信一    大平洋コンサルタント

委員    湯山茂徳    日本 PAC

委員    渡邊佳彦    西日本旅客鉄道

委員    西脇智戟    東北大学大学院 工学研究科

委員    込山貴仁    コンステック

委員    加藤絵万    港湾空港技術研究所

委員    松田浩     長崎大学大学院

委員    桃木昌平    飛鳥建設

委員    奥出信博    東海技術センター

委員    渡邊健     徳島大学大学院

委員    大野健太郎   首都大学東京大学院

委員    古賀二八    東京理科大学

委員    上田洋     公益財団法人鉄道総合技術研究所

委員    増井直樹    大林組



海外通信   M.C,Forde   Univ.Edinburgh

海外通信   C.Grosse   †echnical un市.Munich

事務局           公益社団法人日本コンクリートエ学会

第 1回議事録関連部分抜粋

開イ在日時  2012. 6. 18
0幹事の決定 : 岡本 享外 建́ 全鎮入学院)今 本 啓― (ネ京理科大)塩 谷 智基 (京都大学大学院)
永山 勝 (日本建築総合研究ワつ
OWGの設置と委員の配置

WG l:有用なコレク lJ=本の欠陥評価海の整理<塩谷_金本)
WG 2:イ ンフラドッグ現,検査手法の確ミ (永山)
WG 3:検査制度の確立と検査員としてのコンクリー ト診断士の活用 (岡本、永山)

○フオーラムを開催することが委員長より提案された。

第 2回議事録関連部分抜粋

開催同時 2012.9.21
0WGl:1)調 査対象の絞り込み、2)現場仕様の技術の整理。 3)規格・基準の現状調査について審議
WG 2:現場計測に有用な技術の整備、計測手順の確立、成果物のイメージとしてコースメニューの提示、

活動方針について

WG 3:・ コンクリ
=卜
診断±育成の背景、́r簿沐製1についての説明。

― t― /～― 一、

・コンクリー ト診断士の活用について、別に講習会などを受講されたものをインフラドッグの検査

員として活用する考えが示された。

・岡本、永山、大野、加藤、古賀、小林、濱崎、増井、森濱、横沢、渡辺 (佳) 各委員所属機関
の検査、 ・維持管理体制を調査し、現状での課題を抽出後、検査員の制度化およびコンクリー ト診
断士に上乗せ要求について調査を進める。

○今後の活動について

3月 11日 の週にフォーラムを開催することを決定。その後京都大学東京オフィスで本年3月 12日 午後開催が

決定した。

JCIフ オーラム「インフラドツク制度への期待」一参加募集二  (抜粋)

開催日 :2013年 3月 12日 (火 )主催 :公益社団法人 日本コンクリートエ学会



後援 :(予定 )土木学会、日本建築学会、セメント協会、日本建設業連合会、建設コンサル

タンツ協会、プレストレストコンクリートエ学会、日本コンクリー ト診断士会

21世紀はサステナブル社会の世紀であり、長寿命化のコンセプトは人間のみならずインフラ施

設でも重要です。東日本人震災復興の今後も踏まえれば、コンクリート既設建設物の維持管理

および点検。診断のための技術と制度の整備が必要です。しかし、現状の目視や架け替え時期

判定のための点検だけでは不十分であるため、「人間ドツク」と同様な予防保全を目的とする「イ

ンフラドツク」の構築が持続可能なコンクリート構造物維持のため急務と考えられます。

そこで、コンクリート構造物のインフラトツク構築のための点検技術として現場計測法の整備を図

り、インフラ トツクに有用な検査法の整理・提案を早急に行うこと (wGl)、 インフラドツクでの業務

の制度を確立すること (WG2)、 それを担当する ドクター制度の整備 (WG3)を 目的に、」cl丁C125FS

「コンクリー ト構造物のインフラ トツク構築フイージビリテイ調査研究委員会」が設立され

ました。

今回、1年間のフイージビリテイ調査の成果について、インフラ ドツク制度の設立に向けた委員会

の成果をご紹介し、会員の皆様と実務に向けた意見交換を目的にフオーラムを企画いたしまし

た。関係各位お誘いのうえ、ふるつてご参カロくださいますよう、よぅしくお願いいたします。

言己

開催日時 :2013年 3月 12日 (火 )13:00～ 16:30

開催場所 :京都大学東京オフイス会議室

１

　

　

　

２



(〒 108-6027東京都港区港南2‐ 15‐1品川インターシテイA棟27階 )

3,プログラム (予定 ):13:00～ 13:10開会挨拶大津政康 (熊本大学 )13:10～ 13:50 WGl成果講演

塩谷智基 (京都大学 )、 今本啓― (東京理科大学 )13:50～ 14:20 WG2成果講演永山勝 (日本建築総合試

験所 )14:20～ 14:50 WG3成果講演岡本享久 (立命館大学 )14:50～ 15:10く 休憩 >15110～ 16:20パ

ネル討論会16:20～ 16:30総括および閉会挨拶

大津政廉 (前掲 )(内容および時間は、都合により変更することがありますので、あらかじめご了承くださ

い。 )

4.参加費 : 消費税込み

正会員 (個人 )3000円 団体会員※1・ 後援団体※24000円会員外5000円学生※31000円
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